
 

 

 

平成 29 年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 

区分 指導 題名 寒冷地中小規模施設における複合環境制御技術の導入手引き

［要約］パイプハウスを用いたトマトの多収化モデルを確立し、複合環境制御により多
収となることを明らかにしたことから、この技術導入のために必要な基本技術や運用技
術の理解促進を図るため複合環境制御技術の導入手引きを作成した。 

キーワード 環境制御 多収化 手引き書 技術部 野菜花き研究室 

 

1 背景とねらい 
平成２８年度研究成果「パイプハウスを用いたトマトの多収化モデル」により、

本県で普及しているパイプハウスなどの簡易温室でも大幅な生産性、収益性の向
上が可能であることを示し、環境制御技術への関心が高まってきている。一方で、
基礎知識や経験不足により運用に課題を抱えたり、実践まで至らなかったりする
事例がみられる。 

そこで、基本的な理論や多収化モデルの運用の実際、これまでの現地活動にお
いて導入や運用にあたって課題となっている内容について手引書として整理し、
本県施設栽培の高度化の円滑な移行と普及を図る。 

 
2 成果の内容 

(1) 多収化モデル導入時に必要となる技術の要点を整理した手引書を作成した

（図）。本書では、環境制御を導入する際に必要となる基本技術と多収化モデ

ルの運用技術をまとめた（表）。 

(2) 基本技術として、多収化モデルで取り上げている環境要因について、植物との関係

や環境値の判断目安などを具体的に解説している。 

(3) 運用技術として、多収化モデルで導入した環境制御機器の構成や設置方法、実際の

制御設定事例などを記載し、環境制御機器の導入初期での運用が容易となるよう解

説している。 

 
3 成果活用上の留意事項 

(1) 主に普及支援組織、指導機関での活用を前提に作成したものである。 

(2) 電子データ（ＰＤＦ形式）で配布し、当センターホームページの試験研究成果

からダウンロード可能とする。（http://www2.pref.iwate.jp/~hp2088/） 

(3) 転載、転用の際は、農業研究センターの許諾を得ること。 

(4) 次年度以降、本書を用いた研修会を開催予定である。 
 

4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯または対象者等 

県下全域、多収を志向する生産地域の指導者、生産者 
 
(2)期待する活用効果 

普及および指導業務の効率化、中小規模施設の生産性向上 
 
5 当該事項に係る試験研究課題 

(H25-12)「中山間地域における施設園芸技術の実証研究」［H25～29/国庫委託］ 

(3000) 分散する中小規模園芸施設の効率的管理技術の実用化実証 

外部資金課題名：中小規模施設の生産性と効率性向上を可能にする環境制御技術の構

築(食料生産地域再生のための先端技術展開事業) 
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8 試験成績の概要（具体的なデータ） 
 

表 「寒冷地中小規模施設における複合環境制御の導入手引き」の内容構成 

目 的 構成  

基本技術 第１章 植物生産のきほん 

 光合成と気孔の働き、生育と環境要因のかかわり 

 

第２章 環境要因 

 光、水、二酸化炭素、湿度、温度、気流、地下部環境 

 

第３章 例題  

運用技術 第４章 環境制御の運用方法 

 環境計測の方法、各制御機器の使い方 

 

第５章 多収化モデルによる運用事例 

 導入機器と設置運用方法、制御設定値、栽培上の留意点など 

 

 第６章 引用文献  

 
(1)表紙 

 

 

 

 

(2)環境要素と植物との関係や環境

値の判断目安を解説 
 

 

 

 

(3)制御機器の構成や設置方法に

ついて記載 
 

 
(4)多収化モデルの導入方法について、要素

技術ごとに解説 

 

  
(5)月別での管理方法について、制御機器の設定値な

どの管理事例を記載 
 

図 「寒冷地中小規模施設における複合環境制御技術の導入手引き」の記載例 

【基本技術】 【運用技術】 


